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住宅平面図による戦前の都市独立住宅の台所空間の分析
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An Analysis on the Kitchen spaces of the Houses in Cities 
before w.w.r by house plans. 
KAHORU KITAURA， MASUE TSUJINO and KYOUKO TAGO 
1 はじめに
明治以降現代までの台所を振り返ってみると，生活様
式の変化やエネルギーの変遷，第二次世界大戦による都
市住宅の城誠， 復興， それに続く家電革命，工業化，盆
産化の波などを通して，現代のシステムキッチンに至る
まで台所は著しい変貌をとげてきている。しかも，戦災
によって都市住宅はその多くが焼失したことも影響し，
戦後の都市住宅の台所は戦前のものとは考え方の基鍍が
大きく異なっている。
そこで，本研究では雑誌，専門書にみられた明治期か
ら昭和初期までの戦前の俸給生活者のための都市独立住
宅を対象として，その住宅平面図を収集し統計的に分析
することによって，当時の建築空間としての台所の権成
と，生活空間としてのその中での台所の使われ方を明ら
かにしていこうとするものである。既にこれまでにも明
治・大正期の個々の台所についての紹介や記述は幾つか
なされてきているがベ 都市独立住宅の台所の傾向を統
計的な処理を還して捉えようとした研究は見あたらない。
本研究ではこのような観点から台所空間の成り立ちの
淑流を捉え，台所を中心にまわっていると恩われる庶民
の生活の動向を熔みたい。また同時期の台所関連記事の
分析の結果ωを参考に併せて見て行くことにより， それ
らをより明確に把握できるものと考える。
2 台所平面図の収集と処理方法の榎要
1)資料の収集と分類
明治期から昭和初期(18年)までに刊行された住宅専
門害及び建築雑誌，一般雑誌.婦人雑誌などに掲載され
た独立住宅平面図2127件を取り上げた(表ー1)。この
中には町屋の系譜をひくものは含まれていなかった。ま
た小 ・中規模程度の住宅を対象と し，延床面積 100坪以
上のものは除外したり。採取した平面図には計画家，実
施設計図ともに含まれている。それらはそのままその時
代の一般的住宅と言い難いにしても，その時代の先進的
方向性とその特徴を多く併せ持っているものと考えられ
る。ここでは当時の台所の動向を把握することを目的と
しているため， その当時のジャーナルにとりあげられ話
題になった計画家や先進的試みとしてつくられた台所等
さまざまなものが混在している ことは問題にはならず，
むしろ本研究にとってはより有効であると考える。また
一人の作者による住宅図集などの扱いについては，平面
図に片よりのみられないように配慮して取捨選択した。
統計的処理については原則として1年毎とし，明治期
から大正期前半はサンプル数が少ないため，明治35-40
年.41-45年，大正2-3年. 4-5年. 6-7年. 8 
-9年と部分的にまとめ，大正10年以後は各l年毎とし
た。 表一1に各サンプル数の内訳を示す。
時代の流れと前研究の結果蜘〉を参考にし.住宅平面図
のタイプの変遷及び台所で使われる物の時代的背景を中
心に見て，金時期を大きく 6つに分けた。時代区分は明
治期 (35年-45年).大正 I期 (2年-10年).大正E期
(11年-15年).昭和I期 (2年-6年).昭和E期 (7 
年-14年).昭和田期(15年-18年)とした。
2 )分析項目
住宅平面図から台所の具体的なさを間構成とその中での
生活を見ることを目的に採取項目を決定した。係取した
のは次に示す14項目である。住宅の延床面積，台所面積，
台所土問面積.台所の方位.iIt居式の当否.茶の間の有
無，食堂の有無.台所と出入りできる和室の有無.女中
室の有無，窓の形式，その幅寸法，勝手口の形式.その
幅寸法，台所とつながりをもっ隣室の用途とつながり部
??， ， ? 、
? ?? ? 住居学
表一 1 使用文献及び図面サンプル数・記事数 分の関口部の状態。
・印は記事を~取したもの 3)資料の処理方法と統計的処理
ーー』曲目 一ーーーー マー=、
寸法については住宅平面図に縮尺が明記されている場
合はそれに準じて計算し，不明の場合は畳幅を基準に半
聞を910mmとして換算した。
また台所の日常生活における機能をどんな部屋とつな
がっているかから求めると共に，その開放一閉鎖性の程
度を求めた。具体的には図一 1に示すように，台所から
直接行けない隣室をO点，半閣のドアがついている場合
を l点というように人や物の通過のしやすさを指標とし
て空間の物理事務成の状態を数量化した。
図面サ
、プ数ノレ 住宅専門書 雑誌(婦人数・字連は築年)量数
3516 通俗家屋改良建築法* 家庭維誌$
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明 38110 家 1，住宅之部 婦人雑誌$
39124 和洋折衷住宅平面図 (41. 42， 45) 
術進・設計簡易洋風建築術 婦人画報本 (43，44) 
治 40131(80)和洋住宅間取実例集 家庭*(38) 
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各種貸家建築図案及び利回の計算 14 
(230)通俗図解家屋設計の仕方
理想の台所 住宅研究車
111 85 文化的住宅の研究 (11， 12， 13) 
大 鞠齢制幡圭出品 住宅*
121 82 文化村住宅設計図説 (11. 12， 13， 14， 15) 
改造住宅 建築と社会
正 文化住宅 (11，12， 14， 15) 
131 77 1.新住宅建築 婦人公論事(12，13) 
建築図集文化生活と其の住宅 家事と衛生・(15)
n 141 51 制草住宅間醐衆却縛から70坪まで婦人文化*(15) 
日本経味の折衷住宅 新建築(14，15) 
151 160 十五.六坪の小住宅
期 住宅建築要義本
(455) I ~坪から50坪まで模範住家の設計
現代住宅問取百選 25 
21 53 洋風を主とする折衷小住宅住宅*(2， 3， 4， 5， 6) 
招 31 21 十五，六坪の小住宅 建築と社会
文化住宅 (2， 3， 4， 5， 6)
和 41 65 木造小住宅 新建築 (2，3，4.5)
1151 38 朝日住宅写真集 家事と衛生掌
期 668 (2. 3. 4， 5.6) 
(245) 婦人と生活*(2，4.5)149 
婦人文化寧 (2)
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n 121 53 中流住宅設計図並予算数量書 9.10，11，12，13，14) 
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期 141 73 図解住宅と設計の知識事 (5，7.8， 10， 11) 
最新住宅読本 52 
(676)家を建てる前に
151 124 中小住宅百模集 住宅$
思161 81 1 1 (山
阻 171 85 建築と社会(18)
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(33m 1 ~~ ~ ('iS，17， 18) 116 
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図-1 隣室とのつながり部分の数量化の方法
?
土問については台所全体が土問の場合と，土問を持ち
それが台所内に有る場合，及び台所外でも台所と出入り
出来る場合の合計3つに区分した。最後に，必要な一部
の項目間の関係を見るために相関係数を求めた。
3 平面図からみた台所の考察
3 -1 台所の空間権威
1 )台所面積
延床面積の平均値は図ー2に示すように明治から大正・
昭和になるに従い漸次減少しているが，昭和E期にはコ
ンペや電鉄会社による郊外の分譲住宅などに規模の大き
なものが縫えたことを反映して培加している。昭和14年
に物価統制令. 16年に生活必需物資統制令が出され，同
年 3月には厚生省の住宅規格協議会が「住宅及び其の敷
地設計基準」を定めている。戦時色による住宅面積の制
限がきびしくなり，昭和E期には延床面積は急激に減少
している。
(2) 
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台所面積は昭和E期を除いて，延床面積にほぼ対応し 「炊事場Jを土間と考えれば土聞をもっ台所が一般的で
て変化している。延べ床面積と台所面積の相関をみた結 あった。
泉を表ー 2に示す。台所面積は明治期から大正7年頃ま しかし，土問の大きさは時期によって変化がみられる。
ではlort以上あるが，大正8年以後になると 8rrt前後と 台所面積と土問面積の相関が表一 2に表わされているが，
縮小化の方向に向かっている。台所面積の割合も明治期 割合強い相関が見られるのは明治・大正E期までであり，
の7.8%から大正 I期の7.2%. rWlの6.9%と減少化傾 それ以後は殆ど相関が見られなL、。これは土間空間の使
向を示す(図一2)。これは前時代的な広すぎて使い勝 われ方に変化が起きたことを表わしているといえる。
手の悪い台所の合理化が住宅改善運動の一環として唱え 土問面積は「炊事場jを土間とみた湯合明治期では約
られたこととも関係するが，台所機器の発達も大きく影
響していると考えられる。明治期では台所の大きさは建 表一 2 台所空問機成要素聞の相関関係
築空間という側面で決められていたが，その後生活機器 (N) 
の改良によってそこに置かれる戸棚や流し，調浬機器の
大きさなど.逆に空間内部の物の大きさによって機能的
な無駄のない空間規模が決められるようになったためで
あろう。
昭和E期は戦時下で住宅面積が削減されたため，台所
面積も小さくなっており，延床面積に対する台所面積の
割合は昭和E期の6.2%に対し.m期では7.3%になって
いる。
2)台所土間面積と土聞を有する台所の割合
台所用の土問として，土聞が台所内にある場合と，台
所と隣接して出入りできるようになっている湯合の両方
を取り上げたが，台所内に土問がある場合が圧倒的に高
率を占めている。また明治期の平面図で「炊事場」と表
現されている台所のうち，床仕上げが土聞か床上か判断
出来ないものがあったため図ー 3のように区別してみた。
相関 M期 TI期 Tn期 S lIil SII期 Sm期
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台所土間面積・土問をもっ台所の割合
に使用人，特に台所仕事をする主体となる女の使用人と
いうことに注目し，女中室の有無をとって見た。図-6
では女中室.下女室などと明記されているものだけをと
りあげている。
昭和E期頃までずっと，約70%前後の住宅に女中室が
設けられていたことがわかる。台所まわりに位置し. 3 
畳や4.5畳で明らかに使用人の部屋に江ると恩われる和
室でも女中室，下女室などと明記されていないものは含
めていないので実際には女中室はここに表れているより
ももっと多く存在したと推定される。
台所関連記事でも明治・大正の初めまでは女中や下女，
下縛の使い方が論じられていた。その後産業の発達によ
り昭和初期には労働力が工場に吸収され，社会的にも人
手不足になり 「女中の払底」がみられた。そのため主婦
自身に，家事作業をすることが求められるようになり，
どうすれば主婦が科学的・合理的に家事を行えるかとい
う方向に視点が移っている。しかしその当時でも，実際
の住宅平面図には図-6に見られるように依然として女
中室がみうけられ，家事作業をする主体としての女中の
存在もうかがわれる。
昭和E期の戦時下では女中室が急激に減少している。
6 )窓と勝手口の形式と寸法
明治から大正I期頃までは独立した窓が取られていな
いものが約半数以上を占めている(図一7)。窓のある
ものでも無双窓，高窓がとられているものが多い。同時
期の勝手口を見ると，引違い戸が80%以上になっている
(図-8)。引違い戸は腰高障子やガラス入りの板戸の場
合が多く，採光はこの部分からなされているものの，窓
(4 ) 
図-3
7 rd.大正期は約3rrf前後，昭和期は約1.5rf前後と 3
つに区分でき，昭和期になって極端に小さくなっている。
土関空聞は大正期では台所作業や浴室の焚き口として，
昭和期には内玄関や勝手口として使われるようになり，
さらに家族の出入りのための靴脱ぎ場になるに従い，面
積的にも次第に縮小していったものと思われる。
3)台所の方位
平面図に方位の記入のないものが多かったため図-4
で不明が多く傾向を探りにくい。北・北東・北西を北・
南西・南東・南を南，その他を東・西として区別した。
全時期を通じてみれば，やはり北が主流になっている。
次いで東・西，南の順である。南は金時期を通じてごく
少ないが，大正 I期には他の時期よりも比較的多く見ら
れる。台所関連記事をみても，大正期には台所の衛生面
がよく取り上げられ，南をすすめる記述が目立っている。
4 )湖底式の当否
時居式の占める害IJ合は図-5のように表わされる。大
正前半の現存している資料は関東方面のものが多くなっ
ているためか，大正10年頃まで持層式が多くみられた。
明治末期から大正期にかけての生活改善運動で合理化思
想が唱えられていたため，同時期の台所関連記事でも，
「立ってお料理JI立って働くJI立動式」などの言葉が
たびたび表われており，日常的には蹄居式が多かったこ
とをあらわしている。その後.I立ち流しJや 「調理台」
「お料理台JI瓦斯台」などの機器類の普及によって. ~尊
居式は減少の道をたどっている。
5)女中室の有無
「家事作業をする主体は誰か」ということをみるため
北浦他:住宅平面図による戦前の都市独立住宅 -89-
帥煙~ 膏 宮里
M 
期
M 
期
事T ‘バT 
期 期
TU ~~ 
T 
1 
期
s .u 
1 
s 
期
u 
1 
s 
1 
期
S H 
期
s 
聞
期
s m
"'1 1 
50!事 50甜 ~O~ 
図-4 台所の方位 図-5 m-居式の当否 図-6 女中室の有無
が独立して取られていない前時代的な系譜をひくものと ついて等の記載が多く，探光や衛生面から窓の大きさが
恩われる。 空間の機能条件として重視され始めていることがわかる。
大正1年を境にして，窓がほぼ100%取られるように 勝手口の幅は明治 ・大正I期では勝手口が2カ所ある
なる。勝手口の開閉方式も閉じ時期からドアが70%以上 ものもあり，平均値が大きくなっている。大正H期以降
を占めており，建具 ・窓まわりの建築様式がこの頃近代 ではドア形式が主流に江るが，相変わらず引違い戸が10
化された状況がく っきり表れている。しかし，引き違い %から20%程度残っている。勝手口の帽の平均値が100
戸は相変わらず10%程度残っている。大正期には台所関 cmより大きくなっているのは.51進い戸やドアが複数
速記事でも設計 ・デザイン面で 「窓」に関することがよ 取られているものがあることを示している。
く取り上げられ，明るく，風通しが良くなどの改普・案が 7)茶の間と食堂の有無
出されていた。昭和期に入ると，作業台前に 「出窓Jが 食事をする湯所が茶の間から食堂に移っていく状況を
取られるようになり，特に昭和H期 ・E期では出窓が50 時期的に把慢するために，平面図に明記されている茶の
%以上を占めるようになっている。 間と食堂の{"j無を表わしたものが図ー10である。茶の間
窓幅は明治期から昭和日期まで少しす‘つだが漸次地加 と記されていなくても，台所に隣接する和室は女中室か
している(図-9)。これは台所が明るさと風通しの良 茶の間に使われている場合が多いので，台所と出入りで
さを目標として改善されてきた結果であろう。窓は一方 きる和室を取りあげ図ー10に加えて，検討してみた。
向に限らず，二方向にも設けられている。昭和E期では 明治期に食堂が少し見られるのは，洋館の図面を含ん
戦時下ということから，再び窓なしのものが憎えると共 でいるためであり，ある特殊な例を表わしているといえ
に，窓幅が狭くなっている。勝手口も引違い戸が少し増 る。大正 I期では和室も含めて考えると，茶の間が80%
加している。台所面積と窓の幅の関係を表ー2から見る 以上を占めその降織がうかがわれる。
と，明治期を除きほlifどの時期も相関関係が見られる。 それに対して大正B期で食堂が約60%前後にも達して
台所関連記事ωでも窓のとり方や窓からの日光の直射に いる。当時の新しい考え方である居間中心型の計画案な
(5) 
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どが多く出された時期で，茶の間の後退がみられる。台 とみることができょう。
所関連記事にも「食堂Ji食卓Ji食事室Ji食堂の精子J 3 -2 空間練成からみた台所での生活
などがこの時期には話題になり，台所と食堂のつながり 1 )台所の作業性と団らん性
が注目されていたη。 台所での生活状況を見るために.台所と隣接する部屋
この傾向は昭和 I期，昭和E期にも引続き受け継がれ， の用途とその部屋とのつながり方を，関口部の人や物の
この後ずっと食堂が茶の間よりも少し多く見られる。茶 通過のしやすさを基準に定量化した (図-1 )。各部屋
の聞に和室を含めて考えるとほぼ食堂と半々の割合に近 の用途を，作業(主婦室 ・洗濯室 ・洗面脱衣・浴室 ・土
づく。 間・サービスヤード・勝手口など)，団らん(食堂・居
昭和E期では統制下で住宅規模も小さくなるため，食 間・茶の間 ・LDなど)，その他 (女中室 ・廊下 ・ホ一
堂も茶の間も共に少なくなっている。和室を含めると茶 ル・和室 ・その他容生部屋など)に3区分して，各部屋
の間の方が少し多くなる。食堂は20%前後である。しか 別に台所とのつながり方を数量で表わし，統計的に処理
しこの時期，茶の間と記されているものも少はい。和室 した(図一11.図一12.図 13)。台所と「団らん」室，
は茶の間としてだけではなく，さまざまな用途に転用し 「作業J室とのつながりの大きさの合計をそれぞれ団らん
で使われていたことがうかがえる。 性，作業性とみなしてそられを指棟に各時期の台所の分
食堂と茶の間の関係を表一 2の相関係数から検討して 布状況を表わしたものが図ー14である。
みると，明治期以外において強弱はあるに しても，負の 明治期では 「その他」室とのつながりが最も大きく，
相関が見られる。特に大正E期における負の相関が強く， わずかに 「作業」室とのつながりが見られる。 i団らんJ
食堂にするか茶の間にするかが意識的に選択されていた 室とのつながりは殆どない。呉体的には「その他」室で
2 
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図-14 台所の団らん性 ・作業性
は和室，廊下，女中室とつながっている。 r作業」室で
は勝手口，土問となっており，作業というよりもむしろ
外部との接点になっている。この時期の「団らん」室と
のつながりは洋館で食堂とわずかにつながっているだけ
である。
大正 I期になると「作業」室とのつながり杭「その{也J
Eさとのつながりより大きくなる。台所での家事労働を考
慮していない非機能的な平面から，ある程度家事作業を
することを考慮した，やや機能的な平面計画がされる傾
向が出てきたことを表わしている。
大正E期は 「作業」室.rその他」室.i団らん」室の順
にいずれも.つながりが他の時期に比して強いため，本
稿で対象とする金時期中，他室とのつながりが最も強く
なっている。 i作業J室としては，土間，勝手口，浴室
や洗面脱衣.主婦室などともつながりが見られる。 iそ
の他」室では廊下，女中室。 i団らん」室では食堂.LD 
が台所とのつながりが強いものとして目だっている。こ
の時期は「居間中心型」が提案された時期でもあり，台
所と作業室とのつながりを考えた合理化の精神と. i中
廊下型」住宅における台所と廊下とのつながりを重視し
た考え方の両方が入り交じって見られる。
昭和 1• I • m期では全体としては 「作業」室とのつ
ながりがさらに少しずつ増加する傾向にある。次いで
「その他」室.i団らん」室の順になっている。 i作業」室
と主につながっているのは土問，勝手口，浴室で洗面脱
衣やサービスヤードとのつながりも少しは考えられるよ
うに江ってきた。 iその他」室とのつながりは大正E期
よりさらに少なくなり，平面計画の合理化傾向がうかが
える。 iその他」室では廊下とのつながりが多い。 i団
らん」室とのつながりは大正E期と殆ど変わらないが，
住宅規模が縮小化した昭和E期で少し減っている。具体
的な「団らん」室としては食堂，茶の間.LDなどの部
屋である。表ー 3は各部屋と「作業J室 「団らん」室 「そ
の他」室と相関関係を表わしたものであり， この表から
も，前述したような各部屋との関係がわかる。
2)台所の開放・閉鎖性
「団らん」室.i作業j蜜. iその他」室のつながりの合計
を.台所の開放度としてみていく(図一15)。台所と他
室とのつながりを見る指標としての開放度は， 大正日期
(8) 
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表-3 r作業J• r問らんj・「その他j室と各部屋
との相関関係
M期 TI期 TI期 S 1期 sn期 sm期
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では明治や大正I期より少し大き くなるが以後昭和E期
まで，約4前後でほぼ変化がみられない。しかし各室と
のつながり方にはゆるやかではあるが変化の兆候がみら
れる。すなわち明治期に最も多くつながりが見られた
「その他」室とのつながりが減少するのに対して.r作業」
室や「団らんj室とのつながりは増加傾向を示している。
以上，台所は近代以前では独立性の高い閉鎖的な空間
であったが，台所での機能性が少しずっとりあげられる
ようになり，合理的・機能的平面計画が徐々に普及し，
前近代的台所から脱皮していく前兆をその内部にはらん
でいる様子がうかがえる。
同じ手法で台所と他室とのつながりを指標化した戦後
の独立住宅の台所のデータ一心では開放度は約7-10の
聞で変化しており.戦前の台所の値の2-2.5倍と非常
に高くなっている。戦後の台所の「作業」室とのつなが
りは約2.5で，戦前の約2前後に比べて少し高くなって
いる。しかし戦前の 「団らん」室とのつながりが0.5前後
でほとんど考慮されていなかったのに対し，戦後はその
値が4-5を占めるようになり飛躍的に伸びている。こ
れらのことは両時期における住宅の台所空間のもつ怠味
の差異を明確に表わしており，戦後台所は生活空間とし
ても，空間的な独立性においても，大きく変化したこと
を物語っている。
4 生活空間としての台所の意味
台所の空間情成とそれから推定されるその使われ方を
明治から昭和E期までの台所について検討してきた。
最後に生活空間としての台所の意味を，住宅平面形式
と関連づけながら考察しまとめてみた。なお当時の状況
をより明確に把握するために，台所関連記事。も併せて
見ていく。図一16は本資料中より選んだ，各時期を代表
すると思われる台所をもっ住宅の平面例である。
明治期の伝統的在来住宅型のものでは台所は茶の間と
隣緩し，土間が広く床上と段差があり，その床上の一部
が錫仮になっていた。玄関脇に洋室をもっ和洋折衷型の
ものでは台所の周辺に下女室が取られていることが多い。
洋館では食堂があり，台所との聞に配膳室または食器室
がある。この時期の台所は住宅のなかでは劣悪な条件下
にあったといえる。北側に位置し，土問に鴎居式の流し，
竃.七輸を置いて薪，炭を使っていたのが一般的な形式
である。こういった現実に対して，明治期の文明開化的
な考えを反映して，西洋の器具の使用，女性の地位の向
上，瓦斯の利用などの提案が住宅雑誌や婦人雑誌の記事
でよ く取り上げられていた。
大正 1J窃は従来の和風の系統をひく，いわゆる 「中廊
( 9) 
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下型」住宅の萌芽期であゆ，北仮IJに台所，浴室，女中室.
が隣接し，廊下をはさんで茶の間がとられていた。洋風
タイプでは勝手口がドアとなり.茶の間のかわりに廊下
をはさんで食堂があった。
E期になると，洋風では新しい思潮としての 「居間中
心型」住宅が提案されており.居間に隣接して食堂，台
所がとられていた。他方「中廊下型J住宅はさらに完成
され.北側には台所を中心としたサービス諸室が，廊下
の南側には居間，茶の間が配されるようになる。台所土
問には風巴の焚き口がとられている。
大正期を通して見ると，在来住宅の封建的な面の改良
が叫ばれ.['中廊下型」や「居間中心型」の住宅が提案
され，徐々に定着していく中で， こうした流れに伴って
台所も見直され，種々の改善が提案，実施されるように
なっている。明治期の広い台所よりも，狭くて用の足り
ることが重視されている。窓や立働式の設備が採用され，
調理台や食器棚の配置，瓦斯.1u気を使って労力，時間
の経済をはかるなど各面に新しい試みがなされている。
また女中の自主権などの主張も見られるようになり，生
活様式も家族本位の文化生活を目指した大正モダニズム
を反映したものであった。
昭和 I期になると懸賞設計の入賞案や鉄道沿線に建て
られたモデルハウスが多くなる。これらは 「居間中心還む
住宅の系譜を引くものである。これらの台所は小さくな
り，女中室は姿を消している。 ['中廊下型」住宅は定着
し，その台所にはまだ女中室が付いていた。
昭和日期は「居間中心型」と「中廊下型」の融合がみ
られ，台所とサービス諸室が食堂，茶の聞と隣接してい
る。この時期の資料としては計画案よりも実際に建てら
れた図面が多くなっている。
昭和皿期では戦時色が濃くなり，さまざまな統制令が
出され，住宅規模が縮小されるにつれ，台所も次第に最
小限となっていった。それに伴い，台所の入口が玄関と
つなげられるようになっていった。
昭和期を通して見ると，前時期よりもさらに台所機器
や道具類の発達と改良および合理化が進められ.作業動
線や流し台，瓦斯台，調理台，配膳台， レンジなどの配
置や人の働きやすさが考慮されている。昭和も年が下が
るにつれて，人出不足と参戦への動きなどの社会の状況
が台所まわりにも影響してくる。家庭管理における主婦
の家事労働の考え方，作業する人，あるいは生活様式に
それが表れているn
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以上.明治期から大正1M頃まではまだ前近代的な台
所の尾を引くものが多かった。しかし，大正E期以降昭
和の 1• I期までは大正モダニズムの考え方を基鑑とし
た合理精神が取り入れられていた。住宅計画，台所計画
においてもそれが表れている。特に台所の空間構成の面
では大正10年前後は建築空間としての近代化の時期とも
見られる。即ち.腰高障子やガラス入り板戸の引違いの
勝手口がドアになると共に，窓なしから独立した窓がと
られるようになる。また 「居間中心型J住宅の提案によ
り，台所に隣接して食堂がとられるようになる。台所は
作業室とのつながりが重視されるようになり，台所自体
の開放度も次第に高くなるが戦後の台所には及ばず，調
理空間としての独立性の高い部屋であった。
注 記
1 )台所空間学;山口昌伴，建築知識. 1987. 12 
2)台所道具の歴史;栄久庵憲司，柴図書庖. 1976. 2 
3)台所関連記事にみる都市住宅の台所空間の分析(明
治期から昭和初期);北浦かほる.辻野増枝， 日本生
活文化史学会.1988. 10 
4)明治時代の住宅改良と中廊下形住宅様式の成立木
村徳国，北海道大学工学部研究報告22号.1959. 2 
p9-1Oにみられた規模に準拠する。さらに明治期の
中流住宅の概念規定はp12-35の「第2節 明治時代
中流住宅改良の背景」の「都市中流住宅階層の発生」
に関する同氏の記述「資本主義社会への変質は当然
(中略)…ホワイトカラ一階級を生み出すことが考え
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住み手であった。その職種として明治政府の上級官吏・
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として教育ある士族であったことを類推しうるのであ
る。そしてここに.前代武家住宅の系統を色濃く引き
つつ武家ならざる中産市民階層の住宅が，新制度の都
市内に出現することとなった。…」等を診考にした。
5)都市住宅の台所空間の形成と使われ方の変容の分析
〈明治期から昭和初期まで);北浦かほる.日本建築学
会近畿支部研究報告集.1984. 6 
6)都市住宅の台所空間に関する研究(その 1) (その
2) ;北浦かほる，辻野培技，多湖恭子， 日本家政学
会大会講演梗概集.1988. 5 
7)食事専用の場としての食堂の変化;内田背蔵，東京
工業大学平井研究室，生活文化史5. 日本生活文化史
学会編.1984. 10 
8)戦後の都市独立住宅における台所空間とその使われ
方の推移;北浦かほる， 日本建築学会近由民支部研究
報告集.1986. 6 
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Summary 
引lisstudy is to clear the transition of kitchen space in the houses in cities from Meiji Era to Early Showa. We 
took up about 2200 house plans from "House plan collection"，“House plan coUection at competition" and "Archi・
tectural journal". 
τ'he result pf analysis is as foUows. 
ln Meiji Era. lapanese traditional house kitchen has a wide earth floor and a wooden p組 elfloor with store space 
under it. The store space was called Ageita. And the Idtchen space borders Japanese living dining， 
The kitchen of compromise type between Japan and the West has maid room next door to the Idtchen.τ'he house 
of Western type has the dining room and a pantry or cupboard room between the dining room and the kitchen. 
In Taisyo 2-10 year， it is the beginning of“Inner corridor-type"， having the kitchen， maid room and bathroom 
at the north side， and the Japanese living-dining room at the other side of the corrider.百lenwe have the dining room 
instead of Chanoma in Western style houses. 
ln Taisyo 11-15， "uving room type" comes up with new trend of thought.“Inner corrider type" is nearly com-
pleted and in that type we put the service rooms as the kitchen at the north side and the li泊ngroom or Chanoma 
at the south side of the corrider. 
In Syowa 2-6， we have many house plans of house competitions or model houses of railway Co..ηlOse are“Inner 
corrider type". The kitchens of those houses became to be small and maid room disappeared. "Inner corrider type" 
fixed and we have maid room in those houses yet. 
In Syowa 7-14， Inner corrider type fused with the uving room type. The kitchen space and a few service rooms 
(12) 
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border the dining room and the Chanoma.τbe plans to be built were more than the idea plans. 
In Syowa 15 -18， the W.W.H inf1uences our daily life. And then we tightened the controls over lives by the govern-
ment. House scale became to be smal1 and kitchen space to be minimum space connecting with entranωspace. 
(13) 
